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宿H直0非課税限度額の改正

Q:宿直料、日直料の非課税限度額が変更

になったそうですが、詳細を教えてください。

ヱヘー：平成7年1月1日以後に支給される宿

直料、日直料についての非課税限度額が、従

来の3200円から3300円に引き上げられました。

今回の措置によって宿直料、日直料は、－

回の勤務につき支給される金額のうち、3300

円までは所得税が課税されないこととなりま

した 0

ただし、警備員のような宿日直を本来の業

務とする場合、宿日直勤務をしたことにより

代休が与えられる場合、宿日直料が通常の給

与にスライドするよう定められている場合等

についてはこの規定は適用されず、その全額

が課税の対象になります。

また、宿日直に伴い食事を支給する場合は

その食費を宿直料、日直料の非課税限度額か

ら控除することになります。

例えば、1000円の食事を支給した場合には

3300円から1000円を差し引いた2200円までが

非課税になります。したがって、宿直料を、

3000円支給しているような場合には3000円か

ら2200円を差し引いた800円に対して所得税

が課されます。

宿日直に対する食事の支給自体が、所得税

の規定ではもともと非課税になっていますの

で宿日直の非課税限度額を計算するにあたつ

ては食事代を控除するのです。


